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農業経営の大規模化Kつれて，新しい機械・装置の開発・導入がすすめられてゆぐが，そうした新し

い機械・装置の導入が，生産力を高め，経営内容を改善していぐという点からみて必ずしも有利K作用

していないととがあり，当初意図された目的が充分達せられていない例が少左〈ない。その原因として，

G注産現場・経営の実状と合致し左い，あるいは それを無視した機械・装置の開発・導入@涛斤しい

機械・装置を生かす技術体系が確立されてい左い，③農家に対する技術指導，アフターサービス体制が

充分で左い左どが考えられ，とぐに外国から導入した機械・装置については，とうした問題が生じやす

レョ。

本稿では，近年増加しつつあるパイプライ γ ミノレカーにとも在って登場した各種の乳量言十に関する若

干の問題点を提起するo 在全，必ずしも充分左資料陀もとずいて検討されてい左い面もあるが，関係者

の今後の論議・検討のための問題提起と在れば幸いである。

1 乳量計の種類

搾乳作業がパケットミルカーからパイプラインミルカーに移るにつれ，個体乳量を従来のよう左秤に

よって測定するととは不可能と在る。しかし，乳牛の改良や合理的左飼養管理のためKは、個体乳量の

測定は不可欠であり，そのため多ぐの乳量計が諸外固にないて開発された。その構造から大別すると，

次の 3種類K左る。

①ジャー型

ガラス容器Kー且全搾乳量を貯留し，あらかじめ刻まれた目盛から乳量を読みとるか，または直接

重量を測定する。移動が困難左ためミルキングパーラーでのみ使用される。

②秤量皿型

牛乳の一定量(1 0 0宮又は o.2 1 b s )が秤量皿にたまると，傾斜して牛乳が流れ，同時にメー

ターの指針を 1 目盛づっ動かす一一~.1 i IK-O-Meter(アメリカ〉

③測定チューブ型

流出する牛乳のうち一定量(例， 1kタ当り 1.5mf， )が， ;'WJ定チューブにたま_b，その日昼から乳量

を読みとる一一Mi 1 Kの -Scope(デンマーク)， M合 trite(イギリス)， T r u -

Test(ニュージーランド)， Waikato Weight & R， at~ Metp.r(ニュージ

ーランド)等
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左1与、全ての乳量言十にないて，乳成分分析用サンプノレの採取が可能に左っている。

2 乳量計の正確さ

乳量計は計量法K規定される検定の対象と左る計量器では左いが，その測定値を能力検定K使用する

ととも考慮すれば，一定の正確さが要求されるのは当然である。さらに，その正確さを試験する方法おミ

よぴ体制が確立されていなければ左ら左い。

アメリカにないては， DHI Aが乳量言十に関する技術委員会を設置し，乳量計はどの程度の正確さを

必要とするか，また如何在る試験方法を採用すべきか等について検討し，実際に商品化されている乳量

計を試験して，能力検定のための計量器としての適不適の判断を下しているo その報告企め によると

乳量計は次の点を充す必要があるとされている。

①各測定時毎の偶然誤差なよび偏り一一測定値のCl5%が次表の限界内にあるとと。

偏りが 25%をこえるものは不可

※ 
偏り

。
1 

4 

9 

1 6 

2 5 

偶然誤差

+ 1 0 % 

+ s.6 % ー

+ 7. 3 % 

+ 6.1 % 

+ 5. 1 % 

+ 4. 1 % 

-※各イ国体Kついて，常に過大または過小計量の傾向をしめすととにより生じる誤差のノミ一セント

②正確度一一各測定君子毎の平均値の 95%が誤差1.4%以内(9 8. O ，..._ 1 0 1. 4 % ) vcあるとと(各自

測定群毎の平均値とは， 1個の乳量計Kっき， 2 5頭，各 1回の測定値の平均〉

@乳脂肪テZ ト一一測定数の 90%が絶対誤差 O.2領以内Kあるとと。

ζのよう左基準陀もとづいて， DHI Aは 19 O 8年までに， ジ"1-型?種類 (Oh0 r e -s 0 y， 

DeLaval， Surgep種， U n i v e r' s a J， S t a -R i t e， ~ 0 ~ -M a. t i 'c )， 

秤量皿型 1種類 (Milk-Q-Meter)を能力検定用の計量器として認定じ，その後も他の製品

について試験を継続している。

イギリスVCj:，'>いては， Milk Marketing Boぇ rd VCをいて同様の認定が行われてい

るが，その基礎Kされたと思われる試験報告のによると，測定数の 98%が誤差士 O.5 1 b s又は士

5%以内にあったとされている(測定チューブ型Metrite)。

その他ニュージランド，デンマーク， オーストリア，カナダ等でも，公的左機関に砕いて，試験，認

定が実施されている。
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一方，我国にbいては，市販されている乳量計全てが諸外国からの輸入品であ_b，その使用の歴史も

浅いことから，必ずしも充分左試験体制が出来てい左いが，日本ホルスタイン登録協会では，農林省畜

産試験場b よび種畜牧場等での試験結果をもとに， 1 9 7 0年 4月，チュープ型のMilko-Sc-

o p eを能力検定用の計量器として公認している o ただし，その認定基準等については公表されてい左

いo また我聞になける乳量計に関する報告は， きわめて少左い7)。

3 二・三の乳量計について

①Milk-O-Meter 

M i 1 k二O-Meterは最も古ぐに開発された乳量計で，その正確度Kついては，いぐっかの
1.2) 

試験報告'もあ b、DHIAでも公認されてお、_b，信頼性の高いものと思われる o 我固に導入され

たのも比較的早ぐ，か在 bの台数が販売されているものと思われる。

Mi.lk-O-Meterの構造の概略は図の通りで，その正確度については，①搾乳速度によって

影響される(搾乳速度が大の場合，オーバーフローがみられ，実際量よ b低めに表示される〉 ②真空

度陀よって影響される ③使用期間の経過とともに正確度が低下する左どのととが明らかに在っている。

Milk・Q-Meter ↓Milk 

メーカーからだされたパンフレツト陀よっても，長期使用による影響があるととが指摘され，正確度
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が許容範囲内にあるかどうかを使用現場で試験するため，テストゲージが附属品としてつけられている。

もしメーターの正確度が許容範囲内に左い場合は，再調整のため直ちに工場又はサービ、スセンターへ返

送するととを指示している。

日本になける販売・使用・アフターサービスの現状をみると，すでに数年以上使用されているメータ

ーが数多〈あるはずにもかかわらず，再調整を保障する体制が存在せず，使用者は購入当初の状態のま

ま使用しているものと思われる。そのため工場で生産された時点での正確さが，使用者陀充介保障され

てい左いととになり，使用者の信頼感、が低下することは否定でき左い。

北大第 2農場にないては，昭和企 3年 10月，新牛舎完成以来，とのMilk-O-Meterを使

用してきたが， この間，若干の調査を行い，さらに再調整を試みた3)再調整については，テストゲージ

の利用， ピペットを用い秤量皿に水を入れる方法， メーター上部よ b一定流速の水道水を流しとみ，下

苦s;o>ら排出される水量とメーターの表示を比較する方法左どを試みたが， メーカーの実施している方法

・基準が不明であり(例えば，どの程度の搾乳速度に対し誤差が零に左るよう調整しであるのか)，期

待した成果は得られてい左い。

またメーターによる各測定値の合計とパイプラインにより集められ，出荷された量等の若干の比較(

厳密左実験的調査ではなぐ， 日常作業内での調査による〉を次陀示す。

〆

メーター表示値
調査期 回数 メーター表示値 出荷量等 x 1 0 0 

出荷量等

9 o 1 8. 2 k9 O 2 9. 5 k:タ +" ，，% 9 8. R ~ 2. 0 

E 2 4 4 7 5. o 4 7 8. 1 9 9. 5士2.0

E 3 7 4 4 7. 9 4 2 8. 3 1 0 4. 7士2.O 

W 4 2 4 0 4. 1 R 9 2.9 1 0 2. 9士1.9

との比較は， 26---30頭から朝夕 2回搾乳した 1日の合計値KついてのものであkJ，使用した

Milk-O-Meterは 4台であった。パイプラインKよるパjhクタ γ クへの集乳等の過程での損耗

が，実際陀どの程度生じているか不明だが， メーターによる測定値が，必ずしも常に高い正確さをしめ

しているとはいえ左い。また複数のメーターを使用している場合，洗浄時の部品の入れ替りは影響が左

いのかどうか，耐用年数はどの程度左のか等不明左点が少左ぐ左い。

③測定チュープ型のものKついて

北大第 2農場では，チュープ型のMetriteを試験的に約 1ヶ月間使用したが，その際明らか

に左った最大の問題点は，測定チューブ内に生じる泡をどう判断するかというととであった。泡の発生

状況は，乳量全よび搾乳速度によってきわめて異ったものと左り，搾乳終了時の牛乳液面上K泡のしめ

る部分は，測定チュープの目盛で o.2 ---3 k9の範囲にも達し，とれをどう読みとるかが乳量測定K大き

-56ー



左影響を与えるととは明らかである。との点については， 日本にやける販売元では充分在知識が得られ

一必ず， イギリス酪農研究所の報口にも，左んら触れられてい左い。

泡の問題は，同型式の乳量計全てK起るものと思われる。日本ホルスタイン登録協会で公認されてい

るMiIko-8copeVCは，泡の発生を抑制するための特殊在装置がつけられている。しかし，泡

の発生を完全に抑制するととは出来ず，サービスブックによれば，目盛読みと b前VCRO，.._， 40秒放置

することが指示されている。

上野)らは 4種類の測定チュープ型乳量計 (Waikato Weight&Rate Met..:. 

e r，. M i 1 k 0 ;'_.8 c 0 p e， T r u -T e s t， • M e t r i t e )について，その正確度と使用上

の問題点Kついて報告しているが，それKよると， メーター表示値の実量に対する割合は，機種の平均

値で 97. 55，.._， 1 0 1.ワ 4%の範囲陀あり，問機種内でも製品によるばらつきの大きいものがあるとと

が指摘されている。また泡の量の影響については，一定の傾向が認められ左いとしているが，乳量読み

とbの際泡をどう判断しているかについーでは触れられてい左い。

4 まとめ

我閉でもその使用が増加しつつある各種の乳量計は，全てが諸外国からの輸入品であl?， その正確さ

については，たとへ各製造固で‘充分左試験がされていても，我国VC:i，'"いては充介在試験体制が存在せず

，使用上大き左問題を残Lている。また乳量計K要求されるのは単に正確さだけで左ぐ，洗浄が容易で

確実陀出来るとと，破損しにぐぐ取扱い易いととが不可欠であ l?，とど にその衛生面からの検査実施も

必要であろう。

とうした払う題点を考慮した場合，今後我固にないても一定の公的機関K沿いて，乳量計についての試

験，その販売・使用に対する指導等を行っていぐ必要があるのでは左いだろうか。
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